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註）
１）渡辺・今川（2011）は、2006年４月〜７月に、
304名の調査協力者に対し、３回の追跡調査を
行った。本論文の調査協力者は、渡辺・今川
（2011）の調査およびその後の継続調査（渡辺，
2011）にも参加したデータの一部である。
２）「大学生活において辛かった時期」および、
「大学生活において充実していた時期」の適応
感項目の測定では、その時期を具体的に回答
してもらった。「大学生活において辛かった時
期」が１年生の時であると回答した協力者が
10名（18.9％）、２年生の時が25名（47.2％）、
３年生の時が15名（28.3％）４年生の時が３名
（5.7％）であった。また「大学生活において充
実していた時期」が１年生の時であると回答
した協力者が９名（17.0％）、２年生の時が16
名（30.1％）、３年生の時が20名（37.7％）４
年生の時が３名（15.1％）であった。

